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女子学生および中年女性の服装に関する社会規範意識の比較

　　　　　　　　　　　　　　　夙川学院短大　Ｏ山本　昌子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相愛女短大　　　藤田　公子

　目的　服装についてはさまざまな社会規範があってその秩序が維持されている。しかし

最近の個性化、多様化、新しい生活様式の社会現象から、また年齢によっても服装に対す

る規範意識も変化しつつある。ここでは、前報で報告した女子学生の調査と同じものを、

女子学生の母親にも行い、両者の服装に対する社会一般の服装期待と個人的評価の違いを

測定するとともに、独自性欲求との関連性をも検討した。

　方法　服装についての社会規範は、年齢、性、場面、職場、和服、慎み、学校の制服に

関するそれぞれ２⌒･6項目から構成される尺度を用い、社会的評価、個人的評価を測定し

た。また独自性欲求は、S n y d e rの尺度（岡本の翻訳）を用いて測定した。

　結果　母親の社会的評価と個｡人的評価の差は、学生のそれより差は小さく、母親は学生

よりも世間の考えと個人の考えが接近していることかわかる。また「Ｇパンで目上の人の

お宅を訪問しない」などの項目については社会的評価よりも個人的評価の方が厳しくなっ

ている。学生と母親の独自性欲求得点によって被験者を3分割し、年齢や性などの規範の

種類別に、社会的評価と個人的評価の差のスコア（Ｄ得点）を算出して比較（分散分析）

したところ、学生は性、職場、和服、学校の制服、慎みに関する規範、母親は年齢、性、

職場、和服、学校の制服に関する規範について独自性欲求得点の大きいグループのD得点

が有意に大きいことがわかった。さらに全項目にわたって加算した社会的評価( S）得点、

個人的評価（Ｙ）得点およびD 得点のそれぞれについて独自性欲求得点との関連を検討し

たところ独自性欲求得点が大きいものはＹ得点、Ｄ得点が有意に大きいことが認められた。
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服色彩の嗜好性に関する研究（第1報）

門教育大　○広瀬月江

谷女短大　　小林昭子　樟陰東女短大　山本倫子

目的：衣服や色の嗜好の形成に関して、母子関にどのような関係が存在し、影響を与える

のであろうか。嗜好の形成過程において、その要因を明らかにすることを目的に一連の嗜

好性に関する研究を行う。本報においては、母子関の嗜好色等について報告する。

方法：児童( 5・６年生）とその母親を対象に色彩の嗜好性や生活行動等についての調査

を実施した。調査は、親子に同一のナンバーの用紙を用いて分析時に組に出来るように設

定した。何れも質問紙調査法で、児童は集合調査で母親は託送調査である。実施時期：昭

和6 2年1 1月中旬～下旬。調査数：2 g 2 組（セット回収率　81 .5X ）。調査地域：大阪

府堺市。集計分析は、クロス分析、数量化n類、クラスター分析、分散分析であ･5 .

結果：①日本色研のカラーチャ―トから選択された好きな色：男児（白　23.73;,黒　22.4駕

黄　9.9χ）、女児（白　21 ．4?，黒、ピンク　17. U）であり、母親（黒　22 .2S，紺　16.2X，白

　15.4?;）である。②嫌いな色：男児（ピンク　30.9?;,茶　14 .5X,ベージュ　13.8j;）、女児

　（茶　19.3%，ベージュ　16.43;,エンジ　1 1 .43!)で、母親（紫　28.211.赤　15.4X，ベージュ

9.4X）である。@女児の好きな色と子供から見た母親の好きな色との関係は、（一致率：

22.35; ）あり均一な分布でない。また、親と子の好きな色の関係は、（一致率：23. a罵）

でヽ有意に同一傾向の嗜好が伺える。④女児で好きな色と着たい服の色の関係は、（一致

率：50.7≪ ）であるのに対して、母親は（一致率：16.2j; ）となる。衣服の色の嗜好に関

しては、大人の場合。他の要因の存在が示唆される。⑤母親の似合う色と好きな色では。

（一致率：29. 9j; ）あり、女児（一致率：35.51 ）で. Rの外的要因の存在が伺える。


